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※　原文是日本諺語“狗走在路上也會挨棒子”是指愛出風頭的人會被打壓，亦有機會從天而降的意思

我們生存的這個世界毫無疑問的是由各式各樣的東西構成的。這些多種多樣的東西相

互擁有關聯并建成這個世界。在察覺到與他人的關聯，想要呼應的時候，我們想要試

著以某種形式來表現。在那個瞬間，藝術就悠然形成。

    我們每日試著通過表現去孕育自立、自律，嘗試以表現為媒介，合理利用與他人聯

繫的回路或連接點，成為解決社會和地域問題的契機的活動。但是，從藝術的本質來講，

一種推進向未來步伐的行為，並不是一定是以解決為直接目的的。我們認為在那裡展

開的關係性的豐富和活力，以及作為疑問而反復進行的日常行為更為重要。藝術也可

說是“生存之術”。

    2003 年作為大阪市浪速區的都市型遊樂場：新世界 Festival Gate 的市民交流窗

口的COCOROOM運營了五年之後，2007年末，把據點移到了大阪市西城區統稱

為釜崎的地方。在於大阪市協力的五年間，對於公共性和表現進行了摸索和累計。之

所以轉移到釜崎，是因為日本最大的勞動力市場里沒有藝術NPO。2008年 1月在

動物園前商店街開設“INFOSHOP CAFFE COCOROOM”，2009年六月建立了

“KAMAN MEDIA CENTER”。建立了一個不以消費為目的，一邊與周邊建立關係，

一邊創造表現的機會。然而，隨著急速進行的地域高齡化（注 1），面對獨居、護理、

孤獨死、葬送等新的領域，從 2011年后兩年，介入了地域內擁有四十五室的公寓管

理業務。對高齡者臨終場所的照看這件事，理所當然的也是與死亡的對面。

    COCOROOM希望能夠在珍惜與面對困難和孤獨的狀況的人們相會的緣分的同時，

自身能夠創造出“表現”的機會。是因為我們相信自我建立一種對存在的表現，會和

多種多樣的“生”相關聯，能夠連接到一種新的自治。這也許能夠稱為是爲了建造超

越立場和領域的對話空間的“運動”。

    我們與各種各樣的人——露宿者，生活保護對象，殘障，臨時工，尼特族，懷有某

種問題的人，和我們一樣努力過好當下共同呼吸的人相互關聯，一起尋找生存的方法。

這并不光鮮亮麗。時不時喧鬧，消沉，困惱，但又十分享受。不起眼的一點一點的，

相信時間會帶來變化。可說是社會急速變化的過渡期的現在，我們正在以加深“藝術

與社會”為主題的途中，COCOROOM也正是在那個實驗的最當下。

注1：日本現在正面臨任何一國都沒有體驗過的超高齡社會。2010年代表 65歲以上人的比率
高齡化率超過 23%，成爲了世界第一的高齡社會。在其之中，釜崎高齡化特別進展迅速，釜崎
位置所在的大阪市西成區的高齡化率超過 34%。

稱為

　　　　　　　　　            的實驗“COCOROOM”

と
い
う
実
験

私
た
ち
が
生
き
る
こ
の
世
界
は
実
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら
成
り
た
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
お
互
い
に
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
こ
の
世
界
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
他
者
と
の
つ
な
が
り
に
気
づ
き
、
呼
応
し
よ
う
と
し

た
と
き
に
、
私
た
ち
は
何
か
し
ら
の
「
表
現
」
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
そ
の

瞬
間
に
ア
ー
ト
は
立
ち
あ
が
っ
て
く
る
。

「
表
現
」
を
と
お
し
た
自
立
・
自
律
を
育
む
た
め
の
活
動
、「
表
現
」
を
介
し

て
他
者
と
の
つ
な
が
り
の
回
路
や
接
続
点
を
通
じ
て
、
社
会
や
地
域
の
問
題

解
決
の
き
っ
か
け
と
な
る
活
動
を
日
々
試
行
し
て
い
る
。
け
れ
ど
、
ア
ー
ト

の
本
質
と
し
て
、
未
来
へ
漕
ぎ
だ
す
運
動
と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
必
ず

し
も
解
決
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
関
係
性
の
豊
か
さ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
そ
し
て
問
い
と
し
て
繰
り

か
え
さ
れ
る
日
常
の
営
み
を
大
切
に
し
た
い
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。ア
ー

ト
と
は
「
生
き
る
術
」
で
も
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
に
大
阪
市
浪
速
区
に
あ
る
都
市
型
遊
園
地
・
新
世
界
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ゲ
ー
ト
に
お
い
て
市
民
交
流
窓
口
と
な
る
コ
コ
ル
ー
ム
を
五
年
間
運
営

し
た
後
、
二
〇
〇
七
年
末
、
大
阪
市
西
成
区
に
あ
る
通
称
・
釜
ヶ
崎
に
拠
点

を
移
し
た
。
大
阪
市
と
恊
働
し
た
五
年
間
は
、
公
共
性
と
表
現
に
つ
い
て
模

索
を
重
ね
た
。
釜
ヶ
崎
に
移
転
し
た
の
は
、
日
本
最
大
の
寄
せ
場
に
ア
ー
ト

N
PO

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
二
〇
〇
八
年
一
月
に
動
物
園
前
商
店
街
に
「
イ

ン
フ
ォ
シ
ョ
ッ
プ
・
カ
フ
ェ 

コ
コ
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
、
二
〇
〇
九
年
六
月

に
「
カ
マ
ン
！
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。
消
費
の
た
め
で
な

い
場
を
開
き
、
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
、
表
現
の
機
会
を
創
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
地
域
の
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
（
注
）、
孤
住
、
介
護
、
孤
独
死
、

葬
送
と
い
っ
た
新
た
な
領
域
に
対
し
て
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
年
間
、
地
域

に
あ
る
四
十
五
室
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
業
務
を
手
が
け
た
。
高
齢
者
の
終

の
住
処
の
お
世
話
は
、
や
は
り
死
と
の
出
会
い
で
も
あ
っ
た
。

コ
コ
ル
ー
ム
は
、
困
難
や
孤
独
な
状
況
に
あ
る
人
び
と
と
出
会
っ
た
縁
を
大

切
に
し
な
が
ら
、自
ら
が
「
表
現
」
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

存
在
の
現
れ
を
自
ら
立
ち
あ
げ
る
こ
と
が
、
多
様
な
生
を
つ
な
ぎ
あ
い
、
新

し
い
自
治
へ
結
ば
れ
て
ゆ
く
と
信
じ
る
か
ら
だ
。
立
場
や
分
野
を
超
え
て
対

話
す
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
「
う
ん
ど
う
」
と
呼
べ
る
か
も
し

れ
な
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
ー
ホ
ー
ム
レ
ス
、
生
活
保
護
受
給
者
、

障
が
い
者
、
派
遣
切
り
の
若
者
、
ニ
ー
ト
、
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
る
人
、

今
日
と
い
う
日
を
生
き
て
い
る
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
息
す
る
人
と
関

わ
り
な
が
ら
、
と
も
に
生
き
る
方
法
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
。
格
好
よ
く
は
い
か

な
い
。
喧
嘩
を
し
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
悩
み
な
が
ら
。
で
も
お
も
し
ろ

が
り
な
が
ら
。
地
味
に
コ
ツ
コ
ツ
、
時
間
を
信
じ
て
い
る
。
社
会
が
急
激
に

変
化
す
る
過
渡
期
と
も
い
え
る
現
在
、
私
た
ち
は
「
ア
ー
ト
と
社
会
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
深
め
て
い
る
途
上
に
あ
り
、
コ
コ
ル
ー
ム
は
い
ま
そ
の
実
験
の

さ
な
か
に
あ
る
。

注
１
：
日
本
は
現
在
、
他
の
ど
の
国
も
経
験
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
に
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
を
示
す
高
齢
化
率
が
二
十
三
％
を
超
え

て
、
世
界
一
の
高
齢
社
会
と
な
り
ま
し
た
。
釜
ヶ
崎
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
高
齢
化
が

進
み
、
釜
ヶ
崎
の
あ
る
大
阪
市
西
成
区
の
高
齢
化
率
は34
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

コ
コ
ル
ー
ム

人的誕生是一個奇跡。為什會會在這裡，在這個時代誕生誰都不知道。自然，人生今後會變成如何，

這件事也是。誕生之後，我們會與人相見。沒有相見的話人生一點都不會前進吧。相見會讓人後來

察覺，察覺到自己接受了“心的種子”。

我們都擁有心的種子。雖然不知從種子里會發什麼樣的芽，會開出什麽顏色什麽香味的花，但是人

人誕生時就擁有它。生命的種子。它連接著生命。從誰的人生連出，又從誰的人生連入。像川流不

息，超越時間，給予你向不確定的未來揚帆的勇氣。

但是，忙裡忙外的現代人容易忘記種子的事情。當他察覺到心的種子的存在時，就會尊重生命，同

時將目光朝向他人。種子會在捫心自問和與他人的相處中成長。人一個人是活不來的。

“作為心的種子”這個手法是，聽取他人的人生，從中創作言語作品（詩）。創作完成后朗讀，亦或

是製作詩集，贈送給對方。實際創作時以兩人一組為單位，決定好主題相互取材并當場寫詩朗讀。

絕大多數人平日里不會寫詩，但是用這個手法，人人都能夠寫得一手好詩。各種各樣的聲音實在是

大飽耳福。聽取他人的話語，然後僅僅是像這樣直接接受，不知為何心會被打動。過程中不存在評

“作為心的種子”記憶與場所的力量，鏈接社會的藝術工程

價與分析，只存在作為同樣充滿困擾和喜悅的人生的主人們安靜的呼吸聲和語言。詩存在於人與人

之間。

我開發出這個手法的時期與COCOROOM活動開始的時期大體一致。COCOROOM的活動和“心

的種子”的關係十分接近。COCOROOM的近十餘年的活動，實際上並以不是想要去做什麽的態

度，而是以只是與他人相見了，聽到了這樣的態度，去持續下來的。因為聽到了社會里存在的無法

用語言形容的焦躁不安，於是把大家一起來思考的態度作爲了事業。所以經常會被誤認為有介入就

職支援，貧困者支援，和城鎮建設的NPO混淆等等。但是我們無法成為那樣的專門人士，也不想

成為。我們只是“素人里的專家”。只是誕生在同一個時代，偶然相遇的他人而已，但是是作為探

索表現手法的人們，時不時改變觀察角度，一點一點的爲了自治而進行練習。

然後，我們在全國各式各樣的場所和人們實行了“心的種子”活動。小孩，學生，工作的大人，年

長者，刑務所和離島，在COCOROOM也是。在釜崎生活的大伯們或是路人。以往以來沒有說出

口的心聲，在人與人的詩情中升騰。

→ http://www.cocoroom.org
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NPO 法人即語言與心靈的房間
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